
千葉県内では、福祉や環境、子育て、まちづくりなどの様々な分野で、
市民活動団体、企業、学校、地縁団体、行政機関などが連携して地域の課題
解決に取り組んでいます。そのような連携事例の中から、他のモデルとなる
ような、優れた事例を「ちばコラボ大賞（千葉県知事賞）」として表彰して
います。

■日時 令和４年12月23日（金）14時30分～16時00分

～地域の高校生のアイディアで地域創生を目指す～

手賀沼スクールヤード
～手賀沼を校外の学び場に～

産×学×官SDGs共同プロジェクト

令和４年度ちばコラボ大賞受賞事例

■場所 千葉県文化会館 小ホール （JR本千葉駅から徒歩10分）

※ ご来場の際は公共交通機関をご利用ください

手賀沼スクールヤードは、手賀沼で活動する
市民団体、農家、漁協、企業が連携して開発
した小中学生向けの４つのプログラム(農作業
体験、水辺・水上アクティビティ、環境学習、
歴史・文化体験）を提供することで、校外の
学びの場の創出に取り組んでいます。
子ども達が身近な環境に目を向け、再び

手賀沼を訪れて様々な活動に参加してもらう
きっかけづくりとなることを目指して活動して
います。

産×学×官ＳＤＧｓ共同プロジェクトは、

地域の企業・団体にサポートをしてもらい
ながら学生が主体となってＳＤＧｓの目標達成
に向けた活動を行うことで、産学官が連携した
地域活性、地方創生を目指しています。
令和３年度は、高校生が農業等の地域課題を

学び、地元特産品の佐倉茶や規格外の廃棄野菜
を活用したスイーツを開発・販売するとともに、
得られた収益を子ども食堂や動物保護団体など、
学生が選定した団体に寄附しました。

【主催 千葉県】



【第１部】「ちばコラボ大賞」表彰式（１４時３０分～１５時１０分）
表彰団体への賞状の授与、記念撮影等を行います。

【第２部】事例発表会（１５時１０分～１６時００分）

■事例発表（今年度表彰事例）
【事例1】産×学×官 SDGs共同プロジェクト

～ 地域の高校生のアイディアで地域創生を目指す ～

【事例2】手賀沼スクールヤード

～ 手賀沼を校外の学び場に ～

■講評
ちばコラボ大賞審査委員長 鎌田 元弘 氏 （千葉工業大学 創造工学部 教授）

参加
申込書

所属（団体）名

氏 名

電 話 番 号 （ ）

住 所

メールアドレス

令和４年１２月２３日（金曜日）１４時３０分～１６時００分

【問い合わせ・申込先】
千葉県 環境生活部 県民生活課 県民活動推進班
TEL：０４３－２２３－４１４７ FAX：０４３－２２１－５８５８
Email：npo-vo@mz.pref.chiba.lg.jp

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、当初予定していたプログラムを変更または中止する
場合がありますので御了承ください。中止の場合は、県民生活課から御連絡いたします。

※御来場の際はマスクの着用などの感染症対策をお願いします。

日 時

会 場

定 員

申込方法

千葉県文化会館 小ホール（千葉市中央区市場町１１番２号）

＜電車＞ＪＲ内房線・外房線 本千葉駅から徒歩１０分

① 申込フォーム(ＱＲコード)に、必要事項を入力して送信

② Eメールに、所属名、氏名、電話番号、住所、メールアドレスを記入のうえ

npo-vo@mz.pref.chiba.lg.jp へメール

③ 以下の参加申込書に、必要事項を記入の上、FAX

１２０名（先着順） ※参加いただけない場合のみ御連絡いたします

以下のいずれかの方法で、１２月１６日（金）までにお申込みください。

↓↓お申込はこちら

千葉県NPO案内犬
PONちゃん


